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１ は じ め に
外来語に関する研究の多くは, 外来語の単語を扱った研究であるといっ
てよいだろう｡ だが, 単語レベルだけではなく, 接辞レベルでも, 外来語




外来語の役割として, ｢外国文化の享受｣ ｢新たな概念の導入｣ などがあ
るといわれる｡ しかし, 接辞の場合は, 具体的な指示物は無く, 実体のあ
る概念を示すわけでもない｡ つまり, 外来語の接辞の場合, それが日本語
の中に取り入れられる理由は, 新しい事物や現象や考え方などを指し示す
ためではない｡ ｢新しい語感｣ あるいは ｢新しい機能｣ を取り入れるため
であろうと考えられる｡ では, 外来語の接辞によって, どのような語感や
どのような機能がどのように取り入れられるのだろうか1)｡
筆者は, 外来語の接尾辞が, どのような様相をもって使われるようになっ
たのか, という疑問を持って, ｢チック｣ を対象とした研究を行っている｡
本稿では, ｢チック｣ の類義語とも言える接尾辞 ｢ライク｣ を対象として
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から, メンズ＋ライク, ホテル＋ライク, のように類推し分析することが
できる｡ すなわち, ｢ライク｣ という接尾辞を取り出す, という捉え方が
可能である｡ この ｢ライク｣ は, 英語の “-like” に由来するものであるが,
それが日本語の中にどのように取り入れられ, 機能するようになったかに
注目する｡
以下, ２章では, まず ｢ライク｣ の使用実態について資料を検索した結
果を述べる｡ 資料として用いたのは ｢現代日本語書き言葉均衡コーパス
(BCCWJ)｣, ｢新聞コーパス (読売新聞 CD-ROM)｣, ｢CiNii (NII論文情報
ナビゲータ [サイニィ])｣ の３種である｡ ３章では, ２章でみた使用実態
から ｢ライク｣ の性質についてまとめ, 類義語との比較を行う｡ ４章では,
｢ライク｣ の日本語化プロセスについて考察する｡
２ ｢ライク｣ の使用実態
21 現代日本語書き言葉均衡コーパス (BCCWJ) における ｢ライク｣
まず, 現代日本語の書き言葉全般において, 接辞 ｢ライク｣ がどのくら
い使われているのか, おおよその実態を把握するために, ｢現代日本語書





BCCWJのサブコーパス5) のうち, ｢白書｣ ｢教科書｣ ｢広報紙｣ ｢韻文｣
｢法律｣ ｢国会会議録｣ には接辞 ｢ライク｣ が出現しなかったので, 表では
省いている｡
表１の通り, BCCWJ全体で, ｢ライク｣ を含んだ語の使用は92件であっ
た｡ そのうち約３分の１を ｢ビジネスライク｣ が占める｡ ｢ビジネスライ
ク｣ は, 書籍を中心として, 雑誌やネット掲示板においても使われている｡
BCCWJにおけるライクを含む語形の中では唯一, 辞書に掲載されている
ものであり (『広辞苑』 『大辞林』 『大辞泉』 等), 現在, ビジネスライクの
形で日本語の形容動詞の語彙として定着しているものと考えられる｡
｢ビジネスライク｣ に次いで多い ｢メンズライク｣ は, 雑誌サブコーパ
スのみに出現した｡ 雑誌の内訳は, BOAO, PS, 装苑, Zipper, CLASSY,
マフィン, with, Oggi, Precious, JJ, GINZA, である｡ ｢レディライク｣
も, 雑誌における出現がほとんどであり, Domani, Precious, Oggi, ViVi,

















雑誌 (2001～2005) 1 20 6 16 43
図書館・書籍 (19862005) 17 2 1 20
出版・書籍 (20012005) 8 1 3 3 15
ベストセラー (19762005) 2 2
新聞 (20012005) 1 1
Yahoo!知恵袋 (2005) 3 3 6
Yahoo!ブログ (2008) 1 1 3 5
計 32 20 8 5 27 92
｢アンスポーツマンライク｣ は, 『バスケットボール』 (学習研究社) に
３回, 『詳解バスケットボールのルールと審判法』 (大修館書店) に２回,
出現したもので, いずれも ｢アンスポーツマンライクファウル｣ という複
合語の中に含まれた形である｡ バスケットボール競技の専門用語であろう｡
表１で ｢その他｣ としたのは出現度数が１もしくは２のものである｡ 具
体的な語形を表２に挙げる｡ 出現度数が２のものに(2)を付けた｡ ｢ライク｣
の直後の形とともに示す｡





表２ BCCWJにおける ｢ライク｣ を含む語で出現度数が１または２のもの
前接要素の語種





































ものが１つ, あったが, それらはいずれも, 外来語というよりは, 英語を
臨時的にカタカナ表記したもので, 日本語として熟していないものとみら
れる｡ ｢ミニピンライク・チワワ｣ と ｢テリアライク・クオリティー｣ は,
『愛犬の友』 (誠文堂新光社) という雑誌に出現したもので, 後者を含む文
は ｢アメリカではこれを ｢テリアライク・クオリティー｣ と表現していま
すし, ……｣ となっており, この語を, 既製の語ではなくこの文脈で新た
に導入したものとして扱っているのがわかる｡ ｢スメルズ・ライク・ティー
ン・スピリット｣ は, 神戸新聞 (2005年10月12日夕刊) における音楽評の
中で, 評論対象となっている楽曲名 (原語は Smells Like Teen Spirit) で
ある｡ ｢ランジェリーライク｣ は, 直前に Lingerie likeが書かれていた｡
以上のカギカッコ付きの３つと単独使用の１つを除くと, ｢―な｣ の接





以上のことから, 現代日本語の書き言葉においては, おおむね, ｢ライ
ク｣ は趣味的な領域の, 集団語の中で, 形容動詞を構成する接尾辞として,
造語力を発揮しているといってよいだろう｡
22 新聞コーパス (読売新聞 CD-ROM) における ｢ライク｣

















して現れている｡ ｢ビジネスライクに｣ ｢―の｣ ｢―な｣ ｢―すぎて｣ ｢―だっ
た｣ ｢スポーツマンライクに｣ の形で使われており, 日本語の形容動詞と
して取り入れられた形になっている｡ ただし, 形容されている対象を見る
と, アメリカ人の行動・態度に使われているケースが大半である｡ あるい
は, 英語で話された談話の翻訳 (｢｣ で括られた発話) の中に出現した例
もある｡ 現在, ｢ビジネスライク｣ の意味として辞書に掲載されているの
は, ｢感情をまじえず, 物事を事務的に処理するさま｡ また, 実用的なさ


















したがって, 明治期から昭和後半 (1970年頃) までは, 一般的な日本語









現したものの出現度数である｡ は ｢な｣ が後接して現れたもの,
は ｢の｣ が後接して現れたもの, そのほかは, 後ろに名詞がつい
て複合語になっているものである9)｡
先取り的に大まかな結論を述べれば, ｢ライク｣ は, さまざまな専門分
野において, 専門語を構成する接尾辞として, 相当程度, なじみのあるも
のとなっているのではないかと考えられる10)｡




(１) ｢ライク｣ の含まれる語が異なり数で51現れたうち, ｢な｣ の後接す
るものが20, あった｡ すなわち, 異なり数からみると, 半数弱の語には,
日本語の形容動詞のマーカーがついていた｡
















































異なり数 9 異なり数 37 異なり数 3 異なり数 2
延べ数 13 延べ数 250 延べ数 3 延べ数 2
異なり合計 51 延べ合計 268
これは1980年代後半から現在に至るまで現れており, ダイヤモンドライク
カーボンという形がほとんど (148中145) である｡ ダイヤモンドライクカー
ボンの形で専門語として固定化しているものと見られる｡ 日本熱処理技術
協会, 電気学会, 日本真空学会, 日本繊維機械学会, 日本機械学会, 日本
表面科学会, 精密工学会, 先端加工学会, プラズマ応用科学会, 日本物理
学会, 電子情報通信学会などの雑誌掲載論文に現れる｡
(４) 次に延べ数が多かったのは, ペーパーライクの18｡ これは, 2000年
代から現れ, ペーパーライクディスプレイ, ペーパーライクコンピューティ
ング, ペーパーライク化, などの語を構成している｡ 工業調査会, 電子情
報通信学会, 映像情報メディア学会, リコー研究開発本部, 日本接着学会,
日本ゴム協会などの雑誌掲載論文に現れる｡
(５) 延べ数が３番目に多かったのは, シルクライクの12｡ これは1960年
代後半から現れている｡ 繊維学会, 日本繊維機械学会, 大阪工研協会, 日
本バーチャルリアリティ学会, 情報処理学会の雑誌掲載論文に現れる｡ シ
ルクライク加工, シルクライク織物, シルクライクポリエステル, シルク
ライク合繊, シルクライク繊維, シルクライク差別化, などの語を構成す
る｡ ウールライクも同様に1960年代から現れ, 繊維学会の雑誌に見られる｡
ウールライク新素材, ウールライクポリエステル, 等を構成する｡
(６) CiNii ｢論文名｣ による ｢ライク｣ 検索結果延べ268件のうち, 最も
古いものは1964年のスターライクである (スターライクはこの１件のみ)｡
その後, 1966・1971・1973年のウールライク, 1967・1971・1973年のシル
クライク, 1974年のライトライク, 1975年のスパンライク, 等と続いてい
く｡ 専門分野の学術用日本語においては, 一般日本語の趣味的集団語より









21 でみたように (表２), パソコン, カメラ, 乗り物, 音楽, ファッ
ション等の領域の集団語においては, ｢ＡライクなＢ｣ の形で使われる場
合がほとんどである｡ すなわち, 前接要素Ａにライクがつき, 形容動詞の
マーカーの ｢な｣ を介して後接要素のＢを修飾する｡ 趣味的集団の集団語
におけるライクは, Ａを含んだ形容動詞を構成するための接辞, という機
能を持つといえよう｡
それに対して, 23 でみたように (表４), 専門語 (学術用語) におい
ては, ｢ＡライクなＢ｣ の形も見られるが, ｢な｣ を介しない ｢ＡライクＢ｣




｢Ａライク (な) Ｂ｣ がどのような意味を持つのか, 使用例を検討する
と, 次の①～④の４つに分類できる12)｡
①比喩を表す｡
｢Ａライク (な) Ｂ｣ は, ｢ＡのようなＢ｣ ｢Ａとは別のカテゴリに属し,
Ａには当てはまらないが, 知覚的性質などがＡに似ている, Ｂ｣ である｡
国際文化論集 №49
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ａ. 地下鉄ライクな一般鉄道 (『鉄道ピクトリアル』 62(5), 2012年)13)
ｂ. ガラスライクなプラスチック (『包装技術』 45(8), 2007年)
ｃ. 本物ライクなサンプル (『コンバーテック』 34(1), 2006年)
次の例のようにＡとＢが, 連続的・相対的なカテゴリであってもよい｡
ｄ. K-1 や PRIDEは, 勝負にこだわるという意味でプロレスよりもス
ポーツライクな興業であるため, 本来的には演劇的要素がなくても成
立するのだが, … (『日本大学芸術部紀要』 40, 2004年)
Ｂが動作性を含む名詞である場合は, ｢ＡライクＢ｣ は ｢ＡのようにＢ
する｣ ｢ＡではないものがＡに似るようにＢする｣ の意味になることもあ
る｡
ｅ. (Android携帯について) PCライクな使い方も簡単にできる (『日
経 Linux』 12(8), 2010年)
ｆ. ガラスライクコーティング (『工業材料』 51(3), 2003年)
特別な形として, Ｂが接辞であるものがある｡ この場合, ｢ＡライクＢ｣
は ｢Ａのように｣ ＋Ｂとして働く｡
ｇ. ペーパーライク化の動向 (『O plus E』 25(3), 2003年)
②カテゴリの代表を表す｡
｢Ａライク (な) Ｂ｣ は ｢Ａを代表的要素として含むＢ｣ となる｡
ａ. (将棋, チェス, 象棋 (中国将棋) の３種のゲームをまとめた呼び
方として)





｢ＡＢライク (な) Ｃ｣ と呼ぶべきところのＢを省略し, ｢Ａライク





ｂ. (車について) レーシングライクなデザイン (PM45_00091)
ｃ. (車について) ノーマルライクな乗り味を (PB4n_00050)
ｄ. フィルムライクなカメラをめざして (『包装技術』 56(3), 2003年)
ａは ｢スポーツウェアライクなもの｣, ｂは ｢レーシングカーライクな｣,
ｃは ｢ノーマル車ライクな｣ をそれぞれ省略したものと思われる｡ ｄは
｢フィルムカメラライクな｣ の煩雑さを避けて ｢カメラ｣ を省略したもの
のように思われるが, ｢フィルムライク｣ という形式がすでに専門用語と
してかなり定着しているようである (｢映画技術の側面から見た 1080 /24P
の必然性と将来性｣ Kobayashi Norio 『駒沢女子大学研究紀要 9』, 5578,
20021224 を参照)｡
④ ｢あいまい化｣
この場合, ｢Ａライク (な) Ｂ｣ は ｢Ａ (な) Ｂ｣ とほとんど同じであ
るが, ややあいまい化された印象を与える｡








ａは ｢ロハスな｣ とも言えそうである｡ ｂは, ｢人と機械のヒューマン
インタラクション｣ というのとほぼ同じように思われる｡ ｃも, ｢カジュ
アルな｣ と変わるところがほぼ無いと思われる｡ つまり, これらのケース
では, ライク自体に意味はほとんど無いが, ライクを付けることにより,
断言しないあいまいさが加わるようである｡
以上の①～④の中で, ｢①比喩｣ が基本的な意味であろう｡ ｢②カテゴリ
の代表｣ は①を拡大したものであり, ｢③前接要素の省略｣ は, 省略され




ライクの類義語として, ｢みたいな, ような, っぽい｣ ｢ふう, ふうの｣
｢的｣ ｢チック｣ 等が挙げられる｡ ライクをこれらと比較し, 違いを確認し
ながら, ライクが使われる要因について考察する｡
331 語をつなぐ機能






しかし, ｢ＡみたいなＢ｣ ｢ＡのようなＢ｣ ｢ＡっぽいＢ｣ はいずれもＡ
とＢが別の語となっている｡ アクセントはそれぞれ ｢エ’ー ミタイナビ’ー ｣
｢エ’ー ノヨーナビ’ー ｣ ｢エーッポ’イビ’ー ｣ となり, ２つの句であること
が音調的に表示される｡
｢ＡライクＢ｣ であれば, ｢エーライクビ’ー ｣ となり, ＡとＢを含んだ
一つの音調句にまとめられる14)｡ 前接要素や後接要素が２つ以上の語であっ
ても同様である｡ すなわち, ＡライクＢＣは ｢エーライクビーシ’ー ｣, Ａ
ＢライクＣは ｢エービーライクシ’ー ｣, となる｡ (もちろん, ｢ライクな｣
という形容動詞の形になれば, 後接要素とは切り離されて, 音調句は２つ





｢みたいな, ような, っぽい｣ と違って, ｢ふう｣ ｢チック｣ ｢的｣ は,
ライクと同じく, ＡとＢをひとつながりの語にする機能がある｡ アクセン
ト的にも ｢エーフービ’ー ｣ ｢エーチックビ’ー ｣ ｢エーテキビ’ー ｣ となり,
｢エーライクビ’ー ｣ と同様, 前接要素のアクセントに関わらず, 後接要素
のアクセント核まで高さが維持されて, 一つの音調句を形成する｡
しかし, ｢ＡふうＢ｣ ｢ＡチックＢ｣ は, 一般語的に響く｡ ｢シルクライ
ク織物｣ と比べると, ｢シルクふう織物｣ は口語的・日常語的な語感があ
る｡ ｢シルクチック織物｣ になると, 口語的なだけでなく, やや滑稽味を
帯びるような感もある｡







それでは, ｢ＡライクＢ｣ は, ｢Ａ的Ｂ｣ とほぼおなじであろうか｡
｢Ａ的Ｂ｣ は, 山下喜代 (2000) によると, ３つの意味を持つ｡ (１)
｢的｣ がＡの表す属性概念でＢを限定する, (２) ｢的｣ が比喩を表す助動
詞と同じ役割を果たす, (３) ＡにおけるＢ, ＡについてのＢ, Ａに関す
るＢ, ＡとしてのＢ, 等の多様な意味を担ってＡとＢを結合する, の３つ
である｡
しかしライクは, この ｢的｣ の意味の中では, ほぼ (２) しか持たない｡
すなわち, ライクは ｢的｣ に比べると意味範囲が限定的であり, あいま
いさが無く, 明瞭であると言える15)｡
以上みたように, ライクは, 類義語と比較すると, 次の３つの性質を合
わせ持つのが特徴であるといえる｡
































プロセスＣは, ライクに ｢な｣ がついたもので, 前接要素を抱え込んだ











４の前接要素が漢語のものをみると, すべてに ｢な｣ がつく｡ 例が少なく,
実証的でない直感的仮説ではあるが, おそらく, 前接要素がカタカナ語で
なくなった段階, すなわち前接要素が英語由来ではなくなった段階で, 自

















きうる｡ プロセスＤは, プロセスＣの後にも起きうるが, プロセスＡ・Ｂ・
Ｃの結果としてライクが日本語の接尾辞として取り出された後に, 英語由
来でない前接要素にライクがつく, ということも考えられる｡
５ お わ り に
本稿では, 外来語由来の接尾辞 ｢ライク｣ について, ３種の資料を調べ
た結果, ｢ライク｣ が趣味的な集団語, および, さまざまな専門分野にお
ける学術的専門用語, を構成するための接辞として機能していることを明
らかにした｡ 前者としては ｢な｣ が付加した形がほとんどであるが, 後者
としては ｢な｣ が付加しない形の方が多い｡ 少なくとも1970年ごろまで,
一般の日本語には ｢ライク｣ が接尾辞として取り入れられていなかったが,
専門用語としては, 1960年代から使われていた｡ ｢ライク｣ の基本的意味








1) 森岡健二 (1985) には ｢外来語は漢語と異り, 語を構成要素である形態素
に分解しないで受け入れることが多いため, 日本語の造語要素として機能す







3) 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』 (BCCWJ: Balanced Corpus of Contem-




の検索ツールWebアプリケーションとして ｢少納言｣ と ｢中納言｣ がある｡







成る｡ ｢書籍｣ は ｢図書館・書籍｣ と ｢出版・書籍｣ と ｢ベストセラー｣ に
分けられる｡
6) 『BOAO』 『GINZA』 はマガジンハウス, 『PS』 『マフィン』 『Precious』
『Oggi』 『Domani』 は小学館, 『装苑』 は文化出版局, 『Zipper』 は祥伝社,
『J J』 『CLASSY』 は光文社, 『ViVi』 『with』 は講談社, からそれぞれ発行さ
れている｡
7) 大阪府立中央図書館所蔵の読売新聞の CD-ROM形態のデータベースを活
用した｡ ｢ライク｣ で検索した後, 固有名詞等を取り除いて数えた｡
8) 本稿で用いたのは, ｢CiNii Articles―日本の論文をさがす｣ であり, 学協
会刊行物・大学研究紀要・国立国会図書館の雑誌記事索引データベースなど
の学術論文情報を検索できるものである｡ CiNiiの詳細検索で, ｢論文名｣ に
｢ライク｣ を入れて検索した結果から, 目的とする語以外のもの (ドライク
リーニングやバードストライクなど多数) を一つずつ取り除いたうえで集計
した｡
9) 複数回出現したものについては, 一度でも ｢な｣ や ｢の｣ が後接すれば
や を付けている｡ 例えば, ドラッグライクは３回のうち１回だけに
｢な｣ がついていた｡
10) ｢ライク｣ が, さまざまな専門分野にわたって造語成分として使われてい
外来語接尾辞 ｢ライク｣
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るのは, 石井正彦 (1997) のサブタイトルの ｢学術用語の組み立てに一般語
の造語成分が活躍する｣ にあてはまる｡ ｢ライク｣ は国立国語研究所編 『分
類語彙表』 (1964年, 増補版2004年／大日本図書) には掲載されていないが,
それは, 一般語としてはごく新しく日本語に取り入れられたためと, 集団語
の性質が強いためであろうと思われる｡ ｢ライク｣ は山下喜代 (2007) の造
語成分データベースの表にも載っていない｡
11) ｢ウールライク, シルクライクおよびリンネライク繊維についての一つの
考察｣ (繊維と工業 4 (10), 1971年10月繊維学会) というタイトルの中にあ
ることから, ウールやシルクに並ぶ天然繊維の材料の名前が続けて出現する
と推測できるので, リンネではなくリネンが正しいのではないかと思われる｡
12) ４つの分類のどれにも属さないものとして ｢ユーザーライク (PB13_
00383)｣ がある｡ これは ｢ユーザーに対して親切な｣ というような意味合
いで使われているようであるが, ここでは例外的なものとして, とりあえず
扱わずにおく｡
13) 以下, CiNii から引いた使用例には, 雑誌名・巻号・発行年を記す｡
BCCWJから引いた使用例には, サンプル IDを記す｡
14) ここでは便宜上, アクセントの下降を ｢ ’｣ で表しておく｡ また, 331 と
332 におけるＡ (エ’ー ), Ｂ (ビ’ー ), Ｃ (シ’ー ) は, それぞれアクセ
ント核を有する語の代りとしておく｡
15) 国立国語研究所編1981に, 専門語, とくに学術用語の特徴として, ｢多義
語をきらうこと｣ があげられている｡
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The Japanese Suffix Derived
from the English “-like”
MURANAKA Toshiko
For this paper, I studied the Japanese suffix raiku derived from the English
expression “-like”. Based on an investigation of three kinds of corpus, I make
clear in the paper that raiku functions as an affix to denote either words used
by hobby-based groups or technical terms in various fields.
In the case of the former, “na” (a marker designating an adjectival verb) is
almost always added, but for technical terms “na” is usually not added. In eve-
ryday Japanese language, raiku was not adopted as a suffix until at least the
1970s. However, as a technical term it began to be employed from the 1960s
onward.
The basic function of raiku is to act as a simile. It is generally thought that
raiku came to be used as a component of a coined technical term as a result
of one of the following three factors : (1) it has the function of joining two or
more words together to make a single word ; (2) it carries the nuance of a
technical term; and (3) its meaning is not too broad.
In addition, I consider the process by which raiku came to be “Japanized”,
and present some models to illustrate this process.
